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『
西
廂
記
』
と
酒
令
―
「
西
廂
記
酒
令
」
を
中
心
に
―
樊
可
人
は
じ
め
に
張
生
と
崔
鶯
鶯
の
恋
物
語
を
も
と
に
作
ら
れ
た
雑
劇
の
名
作
で
あ
る
『
西
廂
記
』
は
、
古
来
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
文
人
や
学
者
の
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
明
清
時
代
に
は
『
西
廂
記
』
の
版
本
が
百
種
以
上
現
れ
た
だ
け
、
で
な
く
、
作
品
の
流
行
の
影
響
で
、
小
曲
や
八
股
文
な
ど
の
戯
曲
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
『
西
廂
記
』
の
話
と
関
わ
る
も
の
が
現
れ
、
た
。
酒
席
で
行
わ
れ
る
遊
び
で
あ
る
「
酒
令
」
は
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
古
来
の
酒
令
を
広
く
収
録
し
た
『
中
国
酒
令
大
観
』
に
は
『
西
廂
記
』
の
書
名
や
登
場
人
物
名
を
題
と
す
る
酒
令
[ １
]、
が
十
三
種
収
め
ら
れ
紅
楼
夢
七
種
や
水
滸
伝
四
[ ２
]、『
』（
）
『
』（
種
）
を
凌
ぎ
、
最
も
多
い
。
ま
た
「
元
明
戯
曲
葉
子
」
や
「
紅
、
『
楼
』
人
鏡
令
」
な
ど
、
表
面
上
は
『
西
廂
記
』
に
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
酒
令
に
も
『
西
廂
記
』
の
内
容
が
取
り
込
ま
れ
、
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
か
よ
う
に
『
西
廂
記
』
は
、
し
ば
し
ば
酒
令
で
用
い
ら
れ
た
戯
曲
小
説
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
、「
」
森
槐
南
氏
は
上
記
の
よ
う
な
酒
令
の
特
徴
を
捉
え
酒
令
文
学
と
い
う
見
方
を
提
唱
し
た
。
ま
た
佐
久
間
貞
次
郎
氏
や
西
村
文
[ ３
]
則
氏
ら
も
、
酒
令
に
関
す
る
文
章
を
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
劉
[ ４
]
初
棠
氏
は
『
中
国
古
代
酒
令
』
に
お
い
て
、
酒
令
の
変
遷
や
、
占
、
い
及
び
歌
舞
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
以
上
[ ５
]
、
、
の
研
究
は
い
ず
れ
も
酒
令
全
般
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
た
め
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
に
つ
い
て
は
簡
単
な
紹
介
を
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
西
廂
記
』
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
酒
令
は
、
数
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
『
金
瓶
梅
』
や
『
品
、
花
宝
鑑
』
な
ど
の
小
説
の
中
で
も
そ
う
し
た
酒
令
が
行
な
わ
れ
る
場
面
が
見
ら
れ
る
（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）
他
「
西
廂
記
酒
令
」
、
を
収
録
し
た
作
品
集
で
あ
る
『
巾
箱
小
品
』
が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
日
本
に
伝
来
し
、
の
ち
に
和
刻
も
さ
れ
た
こ
と
か
ら
[ ６
]
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
[ ７
]、
日
本
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
受
容
問
題
を
考
え
る
上
で
も
大
変
重
要
な
存
在
だ
と
言
え
る
。
は
じ
め
て
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
を
詳
し
く
紹
介
、
。
『
』
し
た
の
は
恐
ら
く
周
作
人
氏
で
あ
ろ
う
周
氏
は
書
房
一
角
で
『
巾
箱
小
品
』
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
「
唐
詩
酒
籌
」
は
雑
駁
で
あ
る
の
に
対
し
「
西
廂
記
酒
令
」
は
同
一
の
作
品
、
か
ら
出
て
い
る
た
め
、
整
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
酒
令
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や
灯
謎
（
灯
篭
に
張
っ
た
謎
を
解
く
遊
び
）
な
ど
は
、
学
者
に
と
っ
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
だ
と
述
べ
る
。
[ ８
]
そ
の
後
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
に
注
目
し
た
の
は
、
小
川
陽
一
氏
で
あ
る
。
小
川
氏
は
『
万
用
正
宗
』
な
ど
の
明
代
の
、
日
用
類
書
で
は
『
論
語
』
や
『
百
家
姓
』
な
ど
の
「
童
蒙
教
育
の
、
最
も
初
歩
的
か
つ
基
本
的
な
教
科
書
」
と
並
ん
で
「
成
人
に
対
し
、
て
す
ら
『
淫
詞
『
誨
淫
書
』
と
し
て
禁
止
さ
れ
「
文
辞
上
の
』
」、
表
現
の
難
解
さ
も
『
百
家
姓
』
や
『
蒙
求
』
の
比
で
は
な
い
『
西
」
廂
記
』
が
最
も
よ
く
酒
令
に
用
い
ら
れ
た
点
に
興
味
を
抱
い
た
。
そ
し
て
『
万
用
正
宗
』
に
収
録
さ
れ
る
『
西
廂
記
』
の
酒
令
を
解
、
釈
し
、
ま
た
『
西
廂
記
』
の
酒
令
が
行
わ
れ
た
『
金
瓶
梅
』
中
の
場
面
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
西
廂
記
』
は
「
識
字
能
力
の
、
あ
る
者
だ
け
で
な
く
、
文
字
を
知
ら
な
い
人
び
と
に
も
広
く
知
ら
れ
愛
さ
れ
て
き
た
」
と
推
測
し
た
。
[ ９
]
小
川
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
、
が
小
説
の
展
開
や
人
物
像
な
ど
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
の
受
容
状
況
が
か
な
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
『
西
廂
記
』
酒
令
の
変
、
遷
や
、
そ
の
特
徴
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
未
だ
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
『
西
廂
記
』
や
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
戯
曲
、
小
説
に
興
味
を
抱
く
人
々
が
少
な
か
ら
ず
い
た
江
戸
時
代
に
、
こ
れ
ら
の
酒
令
に
興
味
を
示
す
人
間
が
い
た
か
ど
う
か
も
考
察
に
値
す
る
。
本
稿
で
は
『
巾
箱
小
品
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
を
中
、
心
に
、
上
記
の
問
題
を
論
じ
る
。
一
、『
』
、
前
述
し
た
よ
う
に
西
廂
記
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
の
数
は
他
の
戯
曲
や
『
水
滸
伝
『
紅
楼
夢
』
の
よ
う
な
小
説
と
関
わ
り
』、
の
あ
る
酒
令
の
数
に
劣
ら
な
い
程
多
い
。
現
在
見
ら
れ
る
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
の
記
載
の
中
で
、
最
も
早
い
の
は
恐
ら
く
明
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
形
式
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
『
西
廂
記
』
中
の
表
現
の
み
を
用
い
て
、
特
定
の
意
味
を
表
す
文
を
作
る
も
の
と
、
曲
牌
名
や
人
名
な
ど
の
指
定
さ
れ
た
用
語
と
組
み
合
わ
せ
て
特
定
の
意
味
を
表
す
も
の
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
小
川
氏
は
、
こ
れ
ら
の
酒
令
を
行
う
に
は
「
西
廂
記
』
の
曲
詞
を
記
憶
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
、
『
た
め
「
初
歩
的
な
文
字
教
育
を
受
け
た
程
度
の
者
に
と
っ
て
は
、
、
」
。
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
[
]10
た
だ
『
金
瓶
梅
』
第
二
十
一
回
に
は
、
孟
玉
楼
の
誕
生
日
を
祝
う
、
た
め
に
開
か
れ
た
酒
宴
で
、
文
字
の
読
め
な
い
呉
月
娘
や
孫
雪
娥
ら
が
『
西
廂
記
』
の
曲
詞
を
用
い
た
酒
令
に
見
事
に
答
え
る
場
面
、
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
小
川
氏
は
「
そ
れ
に
も
、
か
か
わ
ら
ず
こ
の
場
面
の
叙
述
が
当
時
の
読
者
に
不
自
然
に
思
わ
れ
な
い
性
質
の
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
酒
令
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
西
廂
令
類
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
読
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
戯
劇
や
歌
曲
な
ど
の
耳
か
ら
の
知
識
で
間
に
合
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
」
と
述
べ
る
。
確
か
に
『
金
瓶
梅
』
で
は
『
西
廂
記
』
[
]
、
11
が
し
ば
し
ば
演
じ
ら
れ
た
り
歌
わ
れ
た
り
す
る
か
ら
、
文
字
が
[
]12
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読
め
な
い
人
で
も
何
度
も
聞
け
ば
そ
の
曲
詞
を
暗
記
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
清
代
の
書
物
に
収
録
さ
れ
る
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
の
多
く
は
、
籌
令
で
あ
る
。
例
え
ば
『
巾
箱
小
品
』
に
、
収
録
さ
れ
る
「
西
廂
記
酒
令
」
は
、
兪
敦
培
が
編
纂
し
た
『
酒
[
]13
令
叢
鈔
（
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）
刊
）
巻
四
「
籌
令
」
に
も
収
』
め
ら
れ
て
い
る
。
籌
令
に
つ
い
て
、
兪
敦
培
は
凡
例
で
次
の
よ
[
]14
う
に
説
明
す
る
。
。
「
」
。
酒
籌
所
以
記
飲
數
白
香
山
詩
酔
折
花
枝
作
酒
籌
是
也
後
人
書
令
於
籌
、
探
得
者
照
飲
、
不
知
始
於
何
時
。
厥
法
良
便
、
且
免
趨
避
。
酒
籌
は
飲
む
數
を
記
す
所
以
な
り
。
白
香
山
の
詩
の
「
酔
ひ
て
花
枝
を
折
り
酒
籌
を
作
す
」
は
是
れ
な
り
。
後
人
令
を
籌
な
に
書
き
、
探
り
得
る
者
照
し
て
飲
む
は
、
何
れ
の
時
よ
り
始
ま
る
か
を
知
ら
ず
。
厥
の
法
良
便
に
し
て
、
且
つ
趨
避
す
る
そ
を
免
る
。
「
西
廂
記
酒
令
」
の
場
合
は
『
西
廂
記
』
に
見
ら
れ
る
曲
詞
が
書
、
か
れ
た
籤
を
引
く
と
、
そ
の
酒
令
に
従
っ
て
遊
び
、
酒
を
飲
む
形
と
な
る
『
酒
令
叢
鈔
』
に
は
「
西
廂
記
酒
令
」
の
ほ
か
に
「
訪
。
、
、
鶯
鶯
令
「
芸
雲
軒
西
廂
新
令
」
と
い
っ
た
籌
令
も
収
録
さ
れ
て
」、
い
る
。
周
長
森
が
兪
敦
培
の
た
め
に
書
い
た
序
文
で
兪
芝
帖
大
令
、
挂
冠
侍
養
、
僑
寓
双
江
。
闢
地
数
弓
、
蒔
花
種
竹
。
四
方
同
好
之
来
者
、
倒
屣
聯
袂
、
觴
詠
無
虚
日
。
君
以
多
材
多
芸
、
毎
登
飲
席
、
輒
挙
新
令
、
如
匡
鼎
説
詩
、
語
妙
解
頤
。
兪
芝
帖
大
令
挂
冠
し
て
侍
養
し
双
江
に
僑
寓
す
地
を
闢
、
、
。
ひ
ら
く
こ
と
数
弓
に
し
て
、
花
を
蒔
え
竹
を
種
う
。
四
方
の
同
好
う
の
来
た
れ
ば
、
倒
屣
聯
袂
し
、
觴
詠
す
る
こ
と
虚
日
無
し
。
君
多
材
多
芸
を
以
て
、
飲
席
に
登
る
毎
に
、
輒
ち
新
令
を
挙
げ
、
匡
鼎
の
詩
を
説
き
、
語
妙
に
し
て
解
頤
せ
し
む
る
が
如
し
。
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
酒
令
叢
鈔
』
に
収
録
さ
れ
る
諸
酒
令
、
は
、
確
か
に
当
時
の
酒
席
で
遊
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
『
巾
。
箱
小
品
『
酒
令
叢
鈔
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
に
は
、
い
ず
』、
れ
も
作
者
や
成
立
時
期
に
関
す
る
情
報
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
『
巾
箱
小
品
』
の
日
本
に
伝
来
し
た
時
期
か
ら
考
え
る
と
、
遅
く
と
も
咸
豊
年
間
（
一
八
五
一
～
一
八
六
一
）
に
は
既
に
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
民
国
六
年
（
一
九
一
七
）
に
出
た
雷
瑨
の
『
娯
萱
室
小
品
』
巻
五
に
は
「
西
廂
酒
[
]、15
令
」
と
い
う
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
見
る
と
『
巾
、
箱
小
品
』
と
『
酒
令
叢
鈔
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
と
同
じ
系
統
に
属
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
後
に
詳
述
す
る
。
こ
の
よ
）
う
に
「
西
廂
（
記
）
酒
令
」
は
複
数
の
書
物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
酒
席
で
よ
く
行
わ
れ
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た
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
籌
令
だ
と
言
え
よ
う
。
二
「
西
廂
記
酒
令
」
は
複
数
の
書
物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
そ
の
内
容
は
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
は
ま
ず
、
清
代
に
出
さ
れ
た
『
巾
箱
小
品
』
と
『
酒
令
叢
鈔
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
を
比
較
し
て
み
た
。
両
書
に
収
め
ら
れ
る
「
西
廂
記
酒
令
」
の
内
容
や
出
処
を
ま
と
め
た
表
を
末
尾
に
付
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
以
下
に
引
用
す
る
『
巾
箱
小
品
』
と
『
酒
令
叢
鈔
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
の
番
号
及
び
内
容
は
、
す
べ
て
附
表
に
よ
る
。
清
末
に
最
も
流
通
し
た
『
西
廂
記
』
の
版
本
は
、
恐
ら
く
金
聖
嘆
の
『
第
六
才
子
書
』
だ
ろ
う
「
西
廂
記
酒
令
」
に
用
い
ら
[
]。16
れ
る
『
西
廂
記
』
の
曲
詞
は
、
基
本
的
に
こ
の
『
第
六
才
子
書
』
。『
』
系
統
の
本
か
ら
取
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
巾
箱
小
品
[
]17
本
の
番
「
要
算
主
人
情
重
」
や
番
「
倩
疎
林
儞
与
我
挂
住
斜
64
82
暉
」
な
ど
が
顕
著
な
例
で
あ
る
。
番
の
よ
う
に
本
文
を
そ
の
ま
82
ま
引
用
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
番
の
「
太
平
車
敢
有
十
余
載
」
33
（
「
」）
「
」
原
文
は
端
的
太
平
車
敢
有
十
余
載
や
番
の
口
没
遮
攔
88
（
原
文
は
「
小
孩
児
口
没
遮
攔
）
の
よ
う
に
、
文
を
切
り
取
っ
て
」
引
用
す
る
も
の
も
存
在
す
る
。
番
の
曲
詞
は
、
も
と
も
と
張
生
33
（
西
廂
記
』
の
男
主
人
公
）
の
憂
い
を
表
現
し
た
句
で
あ
り
、
『
88
番
は
も
と
も
と
崔
鶯
鶯
西
廂
記
の
女
主
人
公
が
紅
娘
崔
、
（『
』
）
（
鶯
鶯
の
召
使
い
）
と
話
し
た
時
の
遠
慮
の
無
い
様
を
形
容
し
た
言
葉
で
あ
る
。
だ
が
、
両
方
に
付
さ
れ
た
令
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
体
胖
者
飲
（
体
の
太
っ
た
者
が
飲
む
「
無
鬚
者
飲
（
髭
の
な
い
者
」
）、
」
が
飲
む
）
と
な
っ
て
お
り
、
も
と
の
曲
詞
と
は
全
く
違
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
酒
令
の
内
容
に
も
、
両
書
に
は
多
少
異
同
。
、『
』
「
」
が
あ
る
例
え
ば
巾
箱
小
品
本
の
番
遊
糸
牽
惹
桃
花
片
81
に
付
さ
れ
た
酒
令
は
「
微
鬚
者
飲
（
少
し
髭
が
生
え
て
い
る
者
、
」
が
酒
を
飲
む
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
『
酒
令
叢
鈔
』
本
の
同
、
箇
所
に
付
さ
れ
た
酒
令
は
「
鬚
長
者
飲
（
髭
が
長
い
者
が
酒
を
、
」
飲
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
『
西
廂
記
』
曲
詞
の
表
面
上
の
意
味
と
は
う
ま
く
繋
が
っ
て
い
る
。
周
作
人
氏
の
「
頗
る
文
字
遊
び
の
面
白
味
が
あ
る
（
很
有
文
字
遊
戯
的
意
味
）
の
こ
」
と
ば
は
「
西
廂
記
酒
令
」
の
か
よ
う
な
点
を
捉
え
て
発
さ
れ
た
も
、
の
で
あ
ろ
う
。
数
か
ら
見
る
と
『
巾
箱
小
品
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
は
一
、
百
十
七
条
あ
る
の
に
対
し
『
酒
令
叢
鈔
』
所
収
の
も
の
は
一
百
条
、
し
か
な
く
、
し
か
も
後
者
は
全
て
前
者
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
[
]18
作
品
名
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
内
容
上
重
な
り
が
か
な
り
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
「
西
廂
記
酒
令
」
は
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
書
は
い
ず
れ
も
作
者
や
成
立
時
期
に
関
す
る
情
報
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
酒
令
叢
鈔
』
の
、
出
版
時
期
は
『
巾
箱
小
品
』
よ
り
後
で
あ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
『
巾
箱
小
品
』
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
が
『
酒
令
叢
鈔
』
所
収
の
も
の
よ
り
先
に
出
た
と
は
限
ら
な
い
。
『
巾
箱
小
品
』
本
と
『
酒
令
叢
鈔
』
本
の
両
方
の
酒
令
に
引
用
さ
れ
る
曲
詞
の
出
処
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
の
共
通
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「『
』
」
点
と
相
異
点
が
浮
か
び
上
が
る
附
表
の
第
六
才
子
書
出
処
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
「
西
廂
記
酒
令
」
の
曲
詞
も
、
原
作
に
見
え
る
順
番
で
は
必
ず
し
も
並
ん
で
い
な
い
（
そ
も
そ
も
「
籌
令
」
の
特
徴
か
ら
考
え
る
と
、
順
番
通
り
に
並
ぶ
必
然
性
は
な
い
。
た
だ
、
両
方
の
「
西
廂
記
酒
令
」
い
ず
れ
に
お
い
て
）
も
『
第
六
才
子
書
』
の
編
者
で
あ
る
金
聖
嘆
が
原
作
者
の
手
に
な
、
る
と
考
え
る
十
六
章
全
て
を
引
用
す
る
の
に
対
し
、
他
人
が
書
き
足
し
た
と
考
え
る
後
の
四
章
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
一
章
（
五
之
四
）
の
「
清
江
引
」
曲
に
見
ら
れ
る
「
願
天
下
有
情
的
都
成
了
眷
属
（
世
の
愛
し
合
う
者
た
ち
は
み
な
夫
婦
に
な
り
ま
す
よ
う
に
）
」
だ
け
を
引
用
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
一
句
を
金
聖
嘆
は
、
「
実
乃
妙
妙
（
実
に
乃
ち
妙
妙
た
り
）
と
評
す
る
（
前
十
六
章
に
」
対
し
て
は
こ
の
よ
う
な
評
価
が
多
く
下
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
四
章
に
対
し
て
は
極
め
て
少
な
い
『
第
六
才
子
書
』
で
は
続
作
）。
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
『
西
廂
記
』
物
語
の
結
び
で
あ
り
、
金
聖
、
嘆
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
右
の
一
句
は
両
書
に
収
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
金
聖
嘆
の
『
西
廂
記
』
に
対
す
る
理
解
は
、
当
時
の
『
西
廂
記
』
酒
令
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
西
廂
記
』
の
引
用
に
関
し
『
酒
令
叢
鈔
』
本
「
西
廂
記
、
酒
令
」
は
す
べ
て
曲
か
ら
出
て
い
る
の
に
対
し
『
巾
箱
小
品
』
本
、
で
は
四
箇
所
白
（
人
物
の
セ
リ
フ
）
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
（
23
番
、
番
、
番
、
番
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
酒
令
叢
鈔
』
本
）
、
27
71
89
の
編
者
は
曲
に
の
み
関
心
を
示
し
た
の
に
対
し
『
巾
箱
小
品
』
本
、
、
。
の
編
者
は
曲
は
勿
論
白
に
も
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
前
述
し
た
よ
う
に
『
巾
箱
小
品
』
と
『
酒
令
叢
鈔
』
の
ほ
か
、
、
雷
瑨
の
『
娯
萱
室
小
品
』
に
も
、
無
名
氏
の
「
西
廂
酒
令
」
が
一
百
八
条
収
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
が
、
前
の
両
書
所
収
の
「
西
廂
記
酒
令
」
と
同
一
の
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
、
内
容
も
基
本
的
に
『
巾
箱
小
品
』
本
と
一
致
す
る
。
順
番
も
『
巾
[
]
、
19
箱
小
品
』
本
の
番
「
好
事
児
収
拾
得
早
」
が
「
西
廂
酒
令
」
で
56
は
末
尾
の
第
一
百
八
条
に
移
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
全
て
一
致
す
る
（
た
だ
し
「
西
廂
酒
令
」
に
は
な
い
『
巾
箱
小
品
』
本
の
６
～
、
、
、
番
を
除
く
。）
12
96
97
以
上
の
三
書
に
収
録
さ
れ
る
「
西
廂
（
記
）
酒
令
」
は
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
文
字
、
特
に
酒
令
の
部
分
に
異
同
が
多
少
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
々
が
『
西
廂
記
』
に
対
し
て
様
々
な
解
釈
を
行
い
、
楽
し
も
う
と
し
た
気
持
ち
が
窺
え
る
。
三
、
『
』
こ
こ
ま
で
見
た
通
り
明
代
の
書
物
に
収
録
さ
れ
る
西
廂
記
、
、
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
は
専
ら
本
作
品
中
の
表
現
を
用
い
る
か
ほ
か
の
用
語
と
連
用
し
て
特
定
の
意
味
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
清
代
の
酒
令
に
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
籌
令
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
代
の
書
物
に
多
く
見
ら
れ
る
文
字
遊
び
の
類
い
の
『
西
廂
記
』
酒
令
を
き
ち
ん
と
行
う
に
は
『
西
廂
記
』
中
、
の
曲
詞
の
意
味
を
あ
る
程
度
理
解
し
、
暗
記
も
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ほ
か
の
専
門
用
語
な
ど
と
連
用
す
る
場
合
に
は
、
よ
り
高
い
文
学
的
素
養
と
、
機
転
の
良
さ
が
要
求
さ
れ
る
。
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『
』
清
の
陳
森
が
北
京
滞
在
中
の
見
聞
を
も
と
に
書
い
た
品
花
宝
鑑
の
第
十
五
回
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
[
]20そ
の
場
で
こ
の
四
人
は
少
し
酒
を
飲
み
、
花
見
を
し
た
。
蕭
次
賢
は
袁
宝
珠
に
「
あ
な
た
た
ち
は
度
香
（
徐
子
雲
の
号
）
、
が
刻
ん
だ
あ
の
十
六
の
酒
令
を
見
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
た
。
。
宝
珠
は
「
も
ち
ろ
ん
見
ま
し
た
と
も
」
と
言
っ
た
。
子
雲
、
。
は
「
あ
な
た
た
ち
は
今
日
ど
う
し
て
そ
れ
ら
に
従
っ
て
酒
令
、
を
行
わ
な
い
の
で
す
か
。
あ
な
た
た
ち
の
才
知
を
見
ら
れ
ま
す
の
に
」
と
言
っ
た
。
宝
珠
が
ま
だ
答
え
な
い
う
ち
に
、
金
。
漱
芳
が
言
っ
た
「
そ
れ
ら
の
酒
令
は
私
た
ち
に
は
恐
ら
く
行
、
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
に
は
頭
の
働
き
の
良
さ
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
、
二
つ
に
は
唐
詩
と
『
詩
経
』
を
熟
知
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
に
内
容
を
う
ま
く
繋
げ
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
家
で
い
く
つ
か
の
本
を
取
り
出
し
、
要
求
に
合
う
も
の
を
一
個
一
個
探
し
て
当
て
嵌
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
中
略
）
。」
子
雲
は
「
今
日
試
し
に
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
き
っ
と
う
、
ま
く
で
き
ま
す
よ
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
サ
イ
コ
ロ
を
取
っ
。
て
来
る
よ
う
言
い
つ
け
る
と
、
召
使
い
は
そ
れ
を
盆
の
上
に
置
い
て
席
ま
で
届
け
た
。
子
雲
は
宝
珠
に
先
に
投
げ
る
よ
う
言
っ
た
が
、
宝
珠
は
依
然
と
し
て
断
り
、
や
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
子
雲
、
次
賢
が
無
理
に
勧
め
る
の
で
「
ど
、
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
私
た
ち
に
滑
稽
な
こ
と
を
や
ら
せ
る
の
で
す
か
。
私
は
ほ
か
の
も
の
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
曲
牌
の
名
前
す
ら
わ
ず
か
し
か
記
憶
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
痩
香
（
漱
芳
の
字
）
な
ら
ま
だ
で
き
る
か
、
。」
も
し
れ
ま
せ
ん
が
私
は
間
違
い
な
く
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
、
。
、
と
言
い
や
む
を
得
ず
投
げ
は
じ
め
た
何
回
も
投
げ
た
後
一
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
た
。
そ
の
名
は
「
緑
暗
紅
稀
」
。
、
、
で
あ
る
宝
珠
は
じ
っ
と
考
え
始
め
し
ば
ら
く
経
っ
た
が
答
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
「
こ
れ
は
藪
蛇
で
は
あ
り
ま
、
せ
ん
か
」
と
言
っ
た
（
中
略
）
。
。
ま
た
「
打
破
錦
屏
風
」
を
投
げ
あ
て
る
と
、
宝
珠
は
「
こ
の
、
題
目
は
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
で
す
が
、
極
め
て
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
『
打
破
』
の
二
文
字
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
り
。
、
、
。」
ま
せ
ん
が
も
し
で
き
た
ら
意
外
と
い
い
令
に
な
り
ま
す
と
言
っ
た
。
漱
芳
は
「
こ
れ
は
難
し
い
で
す
。
私
に
は
で
き
、
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
そ
の
『
詩
経
』
の
句
だ
け
で
は
容
易
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
宝
珠
は
ぼ
ん
や
り
と
考
え
。
て
い
た
が
、
唐
詩
を
思
い
出
し
て
も
『
西
廂
記
』
に
当
て
嵌
、
ま
ら
ず
『
西
廂
記
』
を
思
い
出
し
て
も
『
詩
経
』
に
当
て
、
、
嵌
ま
ら
な
い
た
め
、
非
常
に
苛
立
っ
た
。
そ
し
て
ず
い
ぶ
ん
考
え
て
か
ら
「
詩
経
』
に
は
『
何
を
以
て
か
我
が
墉
を
穿
、
『
（
）』
。」
た
ん
何
以
穿
我
墉
と
い
う
句
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
と
尋
ね
た
。
次
賢
は
「
実
に
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
一
句
は
も
、
う
ぴ
っ
た
り
で
す
の
で
、
間
の
句
が
う
ま
く
繋
が
れ
ば
大
丈
夫
で
す
」
と
言
っ
た
。
宝
珠
の
顔
に
喜
び
の
色
が
浮
か
び
、
。
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に
こ
に
こ
し
な
が
ら
詠
ん
だ
「
錦
屛
風
を
破
る
と
、
窓
の
格
、
子
い
っ
ぱ
い
に
暮
色
が
広
が
っ
て
お
り
、
す
だ
れ
が
さ
ら
さ
ら
と
鳴
っ
て
い
る
。
月
は
高
く
、
ど
う
し
て
私
の
垣
に
穴
を
開
け
ら
れ
よ
う
（
打
破
錦
屛
風
、
暮
色
満
房
櫳
、
吉
丁
当
敲
。
響
簾
櫳
。
月
児
高
、
何
以
穿
我
墉
」
子
雲
ら
は
大
い
に
称
。）
え
た
（
中
略
）
。
宝
珠
は
よ
う
や
く
顔
の
表
情
を
和
ら
げ
て
喜
ん
だ
。
漱
芳
の
心
は
ま
た
焦
っ
て
き
た
。
も
う
一
度
行
え
ば
、
宝
珠
に
及
ば
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
「
も
う
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
と
て
、
も
気
を
遣
う
た
め
、
私
は
も
う
投
げ
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
。
蕭
次
賢
は
男
優
の
袁
宝
珠
、
金
漱
芳
の
二
人
と
と
も
に
、
徐
子
雲
の
「
怡
園
」
に
桃
の
花
を
観
に
来
て
そ
こ
で
酒
を
飲
ん
だ
。
そ
の
、
。
際
徐
子
雲
は
寵
愛
す
る
袁
宝
珠
と
金
漱
芳
に
酒
令
を
行
わ
せ
た
、
作
者
の
陳
森
は
そ
の
規
則
に
つ
い
て
は
っ
き
り
書
い
て
い
な
い
が
傍
線
部
の
宝
珠
の
答
え
か
ら
、
大
体
の
構
成
が
窺
え
る
。
ま
ず
一
句
目
の
「
錦
屛
風
」
は
骨
牌
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
酒
令
を
行
う
者
が
投
げ
た
サ
イ
コ
ロ
の
点
数
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
二
句
目
の
「
暮
色
満
房
櫳
」
は
、
唐
[
]21
の
太
宗
李
世
民
の
「
秋
日
即
目
」
に
見
え
る
句
で
あ
る
。
三
句
目
の
「
吉
丁
当
敲
響
簾
櫳
」
は
『
第
六
才
子
書
』
二
之
四
の
「
天
浄
、
沙
」
曲
に
見
ら
れ
る
曲
詞
で
あ
り
、
四
句
目
の
「
月
児
高
」
は
曲
牌
の
名
で
あ
る
。
そ
し
て
五
句
目
は
『
詩
経
』
召
南
・
行
露
に
見
、
え
る
言
葉
で
あ
る
以
上
の
よ
う
に
彼
ら
が
行
っ
た
酒
令
は
骨
。
、
「
牌
名
＋
唐
詩
＋
『
西
廂
記
』
＋
曲
牌
名
＋
『
詩
経
」
と
い
う
構
成
』
と
な
っ
て
お
り
、
明
代
の
書
物
に
見
ら
れ
る
『
西
廂
記
』
酒
令
の
形
式
に
非
常
に
似
て
い
る
。
一
句
目
の
骨
牌
名
が
サ
イ
コ
ロ
の
点
数
に
よ
っ
て
偶
然
決
ま
っ
た
他
は
、
二
句
目
か
ら
五
句
目
ま
で
、
内
容
上
特
に
矛
盾
が
無
い
限
り
、
回
答
者
は
決
ま
っ
た
範
囲
か
ら
自
由
に
こ
と
ば
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
宝
珠
と
漱
芳
の
発
言
を
見
る
と
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
酒
令
に
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
珠
が
か
な
り
頭
を
絞
っ
て
よ
う
や
く
皆
に
称
え
ら
れ
る
答
え
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
際
の
社
会
で
も
こ
う
し
た
文
字
遊
び
の
類
い
の
酒
令
を
苦
手
と
す
る
人
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
「
西
廂
記
酒
令
」
な
ど
の
籌
令
で
は
、
回
答
者
は
特
に
才
、
智
を
働
か
せ
る
必
要
が
な
い
た
め
『
西
廂
記
』
に
そ
こ
ま
で
詳
し
、
く
な
く
、
ま
た
文
学
的
素
養
が
そ
れ
程
無
く
と
も
、
気
軽
に
楽
し
。『
』
、
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
品
花
宝
鑑
第
二
十
回
に
も
徐
子
雲
、
蕭
次
賢
、
袁
宝
珠
、
金
漱
芳
ら
九
人
が
酒
令
を
行
う
場
面
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
際
使
用
さ
れ
た
『
水
滸
伝
』
と
関
わ
り
の
あ
る
籌
令
に
つ
い
て
次
賢
が
這
籌
倒
也
好
喝
得
爽
快
こ
、
「
、
。」（
の
籌
は
悪
く
な
く
、
気
持
ち
よ
く
飲
め
る
）
と
述
べ
た
の
は
、
先
。
に
挙
げ
た
第
十
五
回
の
酒
令
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
兪
敦
培
も
ま
た
「
厥
の
法
良
便
に
し
て
、
且
つ
趨
避
す
る
、
そ
を
免
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
。
明
清
時
代
に
は
『
西
廂
記
』
と
『
水
滸
伝
』
が
特
に
多
く
の
、
人
々
に
愛
さ
れ
た
が
、
一
方
で
そ
れ
ら
の
作
品
を
非
難
す
る
人
々
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
川
陽
一
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『
』
。
氏
が
日
用
類
書
に
よ
る
明
清
小
説
の
研
究
で
論
じ
て
い
る
[
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氏
は
結
論
で
「
と
り
わ
け
版
本
数
が
多
い
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
、
の
か
。
弾
圧
の
厳
し
さ
が
次
つ
ぎ
と
新
し
い
版
を
生
み
出
し
た
と
も
見
ら
れ
よ
う
し
、
逆
に
弾
圧
が
果
し
て
本
気
で
行
わ
れ
た
の
か
を
疑
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
い
ず
れ
に
も
し
て
も
、
背
後
に
大
き
な
需
要
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
弾
圧
が
ど
こ
ま
で
厳
し
く
行
わ
。
れ
た
か
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
全
く
無
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
程
度
が
ど
う
で
あ
れ
、
弾
圧
が
行
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
『
西
、
廂
記
』
は
人
々
に
親
し
ま
れ
「
西
廂
記
酒
令
」
な
ど
の
遊
び
も
、
、
『
西
廂
記
』
を
楽
し
む
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
中
国
の
酒
好
き
は
、
自
国
で
酒
令
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
通
商
貿
易
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
日
本
に
も
も
た
ら
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
外
国
と
の
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
長
崎
に
多
く
の
清
客
が
い
た
。
唐
人
屋
敷
か
ら
自
由
に
出
る
こ
と
の
で
き
な
い
窮
屈
な
生
活
を
送
る
彼
ら
に
つ
い
て
、
山
本
紀
綱
氏
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
[
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唐
人
屋
敷
の
単
調
な
毎
日
の
生
活
を
慰
め
る
唯
一
の
楽
し
み
は
ど
う
し
て
も
飲
食
に
あ
っ
た
の
で
、
唐
人
部
屋
の
ど
こ
か
で
必
ず
毎
日
の
よ
う
に
酒
宴
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
の
宴
会
の
様
子
に
つ
い
て
『
長
崎
名
勝
図
絵
』
巻
之
二
下
「
南
、
辺
之
部
」
に
、
ま
た
宴
席
の
間
拳
令
を
な
す
、
こ
れ
亭
主
た
る
者
客
人
を
饗
応
し
酒
を
勧
め
ん
が
た
め
に
拳
を
は
じ
め
て
酒
を
強
ゆ
、
令
し
て
或
は
三
拳
三
盃
、
三
拳
二
盃
、
三
拳
一
盃
と
定
め
を
な
し
、
酒
を
盃
に
盛
り
、
其
上
に
て
互
に
拳
し
を
出
し
双
方
よ
り
声
を
発
し
彼
我
の
指
の
出
る
数
を
い
ひ
、
其
数
当
り
た
る
方
を
勝
と
し
、
負
た
る
方
に
は
酒
を
呑
し
む
。
と
あ
る
。
ま
た
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
二
年
（
一
八
[
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〇
五
）
ま
で
の
頃
に
役
人
と
し
て
長
崎
に
滞
在
し
た
大
田
南
畝
の
「
戯
贈
英
波
生
。
生
善
拇
戦
（
戯
れ
に
英
波
生
に
贈
る
。
生
。」
拇
戦
を
善
く
す
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
。
[
]25
崎
陽
多
酒
令
崎
陽
酒
令
多
く
拇
戦
最
称
雄
拇
戦
最
も
雄
と
称
せ
ら
る
金
谷
傾
千
石
金
谷
千
石
を
傾
け
觥
船
掉
一
空
觥
船
一
空
を
掉
ふ
ふ
る
伸
時
先
屈
蠖
伸
ば
す
時
先
づ
屈
蠖
し
揮
処
自
成
風
揮
ふ
処
自
ら
風
を
成
す
ふ
る
相
対
真
無
敵
相
対
す
れ
ば
真
に
敵
無
く
ま
こ
と
横
行
四
座
中
四
座
中
に
横
行
す
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二
句
目
の
「
拇
戦
」
は
、
酒
席
で
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
拳
令
の
類
い
で
あ
る
。
当
時
の
長
崎
で
こ
れ
が
も
っ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
た
清
人
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
一
句
目
に
も
あ
る
よ
う
に
、
酒
令
も
ま
た
[
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甚
だ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
籌
令
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
南
畝
が
蘭
学
者
で
幕
府
の
医
官
で
も
あ
る
桂
川
国
瑞
（
号
は
月
池
）
に
送
っ
た
「
医
院
月
池
〔
桂
川
国
瑞
〕
酒
令
籤
有
張
生
、
鶯
々
而
無
夫
人
、
紅
娘
。
以
予
所
蔵
二
籤
換
状
元
、
会
元
。
戯
賦
為
寄
（
医
院
月
池
〔
桂
川
。」
国
瑞
〕
の
酒
令
籤
張
生
、
鶯
々
有
り
て
夫
人
、
紅
娘
無
し
。
予
の
蔵
す
る
所
の
二
籤
を
以
て
、
状
元
、
会
元
に
換
ふ
。
戯
れ
に
賦
し
て
為
に
寄
す
）
の
詩
か
ら
窺
え
る
。
。
[
]
た
め
27
花
外
鶯
々
不
出
門
花
外
の
鶯
々
門
を
出
で
ず
張
生
才
調
悩
芳
魂
張
生
の
才
調
芳
魂
を
悩
ま
す
紅
娘
一
伴
夫
人
去
紅
娘
一
た
び
夫
人
を
伴
ひ
去
り
奪
著
状
元
与
会
元
状
元
と
会
元
と
を
奪
著
す
酒
令
の
具
体
的
な
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
「
籤
」
と
い
う
字
を
使
、
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
畝
と
国
瑞
の
所
蔵
品
は
籌
令
の
類
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
ま
た
詩
題
に
見
ら
れ
る
張
生
鶯
々
夫
。
、
「
」「
」「
人
「
紅
娘
」
は
『
西
廂
記
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
桂
川
国
瑞
」
、
が
ど
こ
で
そ
の
「
籤
」
を
手
に
入
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
長
崎
に
や
っ
て
き
た
清
客
が
も
た
ら
し
た
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
前
述
し
た
唐
人
屋
敷
の
退
屈
な
生
活
を
考
え
る
と
『
西
廂
、
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
籌
令
は
、
少
な
く
と
も
そ
こ
で
開
か
れ
た
酒
宴
で
は
遊
ば
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
江
戸
後
期
に
は
、
多
く
の
『
西
廂
記
』
が
日
本
に
伝
来
し
、
唐
通
事
の
教
材
と
し
て
使
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
『
西
廂
記
』
と
関
わ
、
り
の
あ
る
小
曲
も
、
長
崎
を
経
由
し
て
日
本
全
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
当
時
の
日
本
の
知
識
人
に
は
、
[
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『
西
廂
記
』
を
愛
読
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
典
故
と
し
て
用
い
て
詩
を
作
っ
た
り
、
本
作
品
と
関
わ
り
の
あ
る
小
曲
を
勉
強
し
た
り
し
た
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
大
田
南
畝
は
当
然
そ
の
一
人
で
あ
る
が
、
桂
川
国
瑞
も
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
籌
令
を
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
『
西
廂
記
』
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
一
、
。
、「
『
』」
人
と
み
な
せ
る
ま
た
大
窪
詩
仏
も
賦
得
酒
無
独
飲
理
[
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（
酒
は
独
り
飲
む
理
無
し
」
を
賦
し
得
た
り
）
で
次
の
よ
う
に
詠
「じて
い
る
。
[
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酒
名
掃
愁
箒
酒
は
掃
愁
箒
と
名
づ
け
ら
れ
又
号
釣
詩
鉤
又
た
釣
詩
鉤
と
号
せ
ら
る
愁
裏
君
試
飲
愁
裏
君
試
み
に
飲
め
独
酌
豈
慰
愁
独
酌
豈
に
愁
ひ
を
慰
め
ん
や
あ
吟
時
如
独
飲
吟
時
如
し
独
り
飲
ま
ば
も
ひ
と
好
句
不
可
求
好
句
求
む
べ
か
ら
ず
諺
云
酒
飲
酒
諺
に
云
ふ
酒
酒
を
飲
む
と
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乗
興
在
献
酬
興
に
乗
る
は
献
酬
に
在
り
不
願
鑿
酒
池
酒
池
を
鑿
つ
を
願
は
ず
不
願
築
糟
丘
糟
丘
を
築
く
を
願
は
ず
不
願
為
酒
仙
酒
仙
と
為
る
を
願
は
ず
な
不
願
封
酔
侯
酔
侯
に
封
ぜ
ら
る
る
を
願
は
ず
願
開
文
酒
宴
願
は
く
は
文
酒
の
宴
を
開
き
唱
和
共
勝
流
唱
和
勝
流
と
共
に
せ
ん
献
酬
無
酒
令
献
酬
酒
令
無
く
交
錯
無
觥
籌
交
錯
觥
籌
無
か
ら
ん
こ
と
を
酔
弄
筆
端
花
酔
ひ
て
筆
端
の
花
を
弄
べ
ば
光
芒
射
斗
牛
光
芒
斗
牛
を
射
ん
秋
雨
不
足
歎
秋
雨
歎
く
に
足
ら
ず
詩
思
繭
糸
抽
詩
思
繭
糸
を
抽
く
が
ご
と
し
ひ
談
笑
生
晴
風
談
笑
晴
風
を
生
じ
払
払
更
颼
颼
払
払
更
に
颼
颼
掃
尽
満
天
雲
満
天
の
雲
を
掃
ひ
尽
し
は
ら
展
出
万
里
秋
展
べ
出
さ
ん
万
里
の
秋
の
い
だ
詩
仏
は
、
名
士
た
ち
と
詩
を
唱
和
し
あ
う
酒
宴
を
開
き
た
い
と
言
い
、
ま
た
そ
の
宴
席
で
は
酒
令
を
行
う
こ
と
が
な
く
、
酒
籌
を
使
。
、
う
こ
と
も
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
こ
う
し
た
彼
の
思
い
は
ど
の
酒
宴
で
も
酒
令
を
行
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
西
廂
記
酒
令
」
が
日
本
に
伝
来
す
る
以
前
に
、
既
に
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
籌
が
日
本
の
知
識
人
に
所
有
さ
れ
て
い
、
、
た
こ
と
か
ら
長
崎
の
唐
人
屋
敷
に
居
住
す
る
清
客
だ
け
で
な
く
本
作
品
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
日
本
の
知
識
人
の
間
で
も
、
こ
う
し
た
籌
令
は
遊
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
中
国
の
酒
宴
に
は
、
流
觴
曲
水
の
よ
う
な
風
雅
な
遊
び
も
あ
れ
、
。『
』
ば
文
人
で
な
く
て
も
楽
し
め
る
俗
な
も
の
も
あ
っ
た
西
廂
記
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
に
も
、
四
書
五
経
の
よ
う
な
古
典
を
巧
み
に
利
用
し
て
自
身
の
文
才
を
示
す
高
度
な
も
の
と
、
た
だ
酒
籌
を
引
い
て
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
簡
単
な
指
示
に
従
う
だ
け
の
も
の
が
あ
る
。
清
代
の
書
物
に
収
録
さ
れ
る
「
西
廂
記
酒
令
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
籌
令
」
は
、
文
学
の
素
養
が
そ
れ
程
な
い
人
や
、
引
用
す
る
作
品
の
内
容
に
そ
こ
ま
で
詳
し
く
な
い
者
に
と
っ
て
も
易
し
い
酒
令
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
西
廂
記
』
の
出
版
、
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
明
清
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
酒
令
を
行
う
酒
席
が
、
作
品
を
味
わ
う
一
つ
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
通
商
貿
易
に
よ
っ
て
、
異
国
の
日
本
に
や
っ
て
き
て
い
た
清
客
は
、
退
屈
な
生
活
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
酒
宴
を
開
き
、
酒
令
を
行
っ
た
『
長
崎
名
勝
図
絵
』
や
大
田
南
畝
の
記
述
か
ら
、
長
。
崎
に
滞
在
し
た
清
客
の
間
で
は
拳
令
が
も
っ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
桂
川
国
瑞
が
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
籌
令
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
唐
人
屋
敷
で
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そ
れ
と
関
わ
り
の
あ
る
酒
令
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
江
戸
後
期
に
は
『
西
廂
記
』
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
知
識
人
、
の
中
に
、
小
曲
等
の
『
西
廂
記
』
と
関
わ
り
の
あ
る
周
辺
作
品
の
ほ
か
、
酒
籌
の
よ
う
な
道
具
も
収
集
し
、
そ
れ
を
中
国
式
の
や
り
方
で
楽
し
む
者
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
『
』（
、
）。
[ １
] 麻
国
鈞
・
麻
淑
雲
中
国
酒
令
大
観
北
京
出
版
社
一
九
九
三
年
。「
、
『
』
[ ２
] そ
の
十
三
種
の
酒
令
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
鴿
名
薬
名
西
廂
」、「『
』
」、「
『
』
」、「『
』
曲
令
西
廂
曲
貫
衙
門
令
月
令
貫
西
廂
令
四
書
貫
『
西
廂
』
令
「
千
家
詩
』
貫
『
西
廂
』
曲
令
「
訪
鶯
鶯
令
、
」、
『
」、
」
「
西
廂
記
』
酒
籌
令
「
会
真
令
「
西
廂
』
酒
令
百
注
「
新
選
『
」、
」、
『
」、
『
西
廂
記
』
詞
酒
令
「
芸
雲
軒
『
西
廂
』
新
令
「
集
『
西
廂
』
酒
」、
」、
籌
令
「
拝
月
西
廂
令
。
」、
」
[ ３
] 森
槐
南
「
酒
令
文
学
（
漢
学
』
第
二
編
第
一
号
、
育
英
舎
、
一
九
」
『
一
一
年
）
に
「
支
那
の
料
理
が
世
界
中
最
も
贅
沢
で
最
も
進
歩
し
て
居
る
如
く
、
酒
の
飲
み
方
も
亦
最
も
発
達
し
て
居
る
。
こ
の
酒
令
な
る
者
も
五
六
人
会
飲
の
時
の
座
興
で
あ
つ
て
以
て
酒
味
を
酒
味
と
添
へ
る
為
の
も
の
で
あ
る
が
、
座
興
で
と
い
ふ
も
の
は
日
本
に
も
あ
る
、
け
れ
ど
も
今
の
支
那
人
の
間
に
行
は
れ
て
居
る
座
興
は
慥
か
に
日
本
の
座
興
よ
り
進
歩
し
て
居
る
と
思
ふ
。
之
を
今
様
に
申
す
と
酒
令
文
学
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
平
民
文
学
、
田
園
文
学
な
ど
云
つ
て
居
る
如
く
酒
令
文
学
と
云
ふ
た
か
ら
と
て
別
に
不
適
当
と
も
思
は
れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
『
』（
、
）
[ ４
] 佐
久
間
貞
次
郎
支
那
風
俗
春
秋
立
命
館
出
版
部
一
九
三
二
年
「
灯
謎
酒
令
、
西
村
文
則
『
酒
譜
（
啓
松
堂
、
一
九
三
二
年
「
支
」
』
）
那
人
の
酒
間
遊
戯
と
酒
令
。」
[ ５
] 上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。
[ ６
]
長
崎
舶
載
唐
本
書
籍
元
帳
巻
九
国
立
国
会
図
書
館
蔵
に
巾
『
』
（
）
「『
箱
小
品
』
一
部
一
包
」
が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
伝
来
し
た
記
録
が
見
ら
れ
る
。
[ ７
] 西
川
寧
・
長
沢
規
矩
也
編
『
和
刻
本
書
画
集
成
』
第
十
輯
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）
に
収
録
。
[ ８
] 『
書
房
一
角
（
新
民
印
書
館
、
一
九
四
四
年
初
版
、
一
九
四
五
年
再
』
版
「
西
廂
記
酒
令
」
に
「
筆
者
注
『
巾
箱
小
品
』
四
冊
）
此
書
所
）
（
收
共
十
三
種
、
第
一
冊
為
冬
心
先
生
画
記
五
種
（
中
略
）
此
外
則
『
冬
心
斎
硏
銘
』
与
『
板
橋
題
画
』
也
是
可
喜
的
小
品
文
章
、
至
今
翻
看
還
覚
得
很
有
趣
味
但
是
我
現
在
想
要
説
的
却
是
別
一
種
東
西
即
西
。
、
、
『
廂
記
酒
令
』
是
也
。
本
来
『
唐
詩
酒
籌
』
亦
自
不
悪
（
中
略
）
唯
『
唐
詩
』
範
囲
太
広
、
稍
嫌
凌
雑
、
不
及
『
西
廂
』
之
同
出
一
書
、
較
為
勻
。
、
、
『
』、
称
此
令
凡
百
二
十
条
不
著
撰
人
名
字
兪
敦
培
編
酒
令
叢
鈔
収
入
巻
四
『
籌
令
』
中
、
後
又
有
自
著
『
芸
雲
軒
西
廂
新
令
』
計
一
百
条
。
集
『
閑
情
小
録
初
集
』
中
有
『
西
廂
酒
籌
』
一
巻
、
一
百
六
条
、
汪
兆
麒
撰
、
若
最
多
者
則
為
東
山
居
士
之
『
西
廂
酒
令
』
計
三
百
条
、
嘉
慶
丙
子
年
刊
、
遠
在
兪
・
汪
之
前
、
但
似
不
多
見
、
故
『
叢
鈔
』
中
未
説
及
。
酒
令
本
是
一
種
勧
酒
的
方
便
、
最
簡
単
的
如
猜
拳
・
拍
七
之
、
、
、
。
類
迨
至
用
成
語
作
籌
便
与
灯
謎
相
近
很
有
文
字
游
戯
的
意
味
了
『
叢
鈔
』
中
有
『
四
書
貫
西
廂
令
、
其
一
云
『
行
乎
富
貴
、
金
蓮
蹴
』
、
損
牡
丹
芽
、
這
原
是
一
個
謎
語
、
不
過
現
在
底
面
顚
倒
罷
了
。
文
字
』
- 53 -
、
、
、
上
的
雕
虫
小
技
非
壮
夫
所
当
為
唯
漢
字
性
質
上
有
此
游
戯
之
可
能
学
者
亦
不
可
忽
視
、
則
此
類
酒
令
与
灯
謎
・
詩
鐘
・
対
聯
等
同
是
很
好
的
資
料
也
」
と
あ
る
。
。
『
』（
、
）
[ ９
]
日
用
類
書
に
よ
る
明
清
小
説
の
研
究
研
文
出
版
一
九
九
五
年
「
」
「
」。
第
二
章
酒
令
に
見
る
明
清
小
説
第
一
節
酒
令
に
見
る
西
廂
記
[
] 前
掲
注
[ ９
] 書
第
二
章
「
酒
令
に
見
る
明
清
小
説
」
第
一
節
「
酒
令
10に
見
る
西
廂
記
。」
[
] 前
掲
注
[ ９
] 書
第
二
章
「
酒
令
に
見
る
明
清
小
説
」
第
一
節
「
酒
令
11に
見
る
西
廂
記
。」
[
] 『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
四
十
二
回
や
第
六
十
八
回
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
12な
お
『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
七
十
四
回
に
は
『
北
西
廂
記
』
の
ほ
か
、
、
、
『
南
西
廂
記
』
の
演
唱
も
見
ら
れ
る
。
蔡
敦
勇
『
金
瓶
梅
』
劇
曲
品
『
』（
、
）
「『
』
探
江
蘇
文
芸
出
版
社
一
九
八
九
年
や
伏
滌
修
金
瓶
梅
詞
話
対
『
西
廂
記
』
的
援
引
与
接
受
（
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
〇
八
」
『
年
第
六
期
、
東
北
師
範
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。
[
] 『
巾
箱
小
品
』
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
版
本
（
華
韻
軒
蔵
版
」
系
「
13統
（
上
海
図
書
館
所
蔵
本
）
と
版
元
の
不
明
な
も
の
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
益
田
文
庫
所
蔵
本
）
が
あ
り
、
収
録
さ
れ
る
作
品
の
巻
数
や
文
字
に
異
同
が
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
西
廂
記
』
と
八
股
文
に
つ
い
『
『
』
」（『
』
て
―
唐
六
如
先
生
才
子
文
を
中
心
に
―
中
国
中
世
文
学
研
究
第
七
十
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
益
田
文
庫
所
蔵
本
を
使
用
す
る
。
[
] 芸
雲
軒
、
一
八
七
八
年
。
14
[
] 掃
葉
山
房
、
一
九
一
七
年
。
15
[
兪
樾
『
茶
香
室
三
鈔
（
茶
香
室
叢
鈔
』
第
三
冊
、
中
華
書
局
、
一
]
』
『
16九
九
五
年
）
巻
二
十
三
「
李
日
華
西
廂
」
に
「
明
代
所
行
『
西
廂
記
』
皆
李
日
華
本
、
自
金
聖
歎
外
書
行
而
李
本
廃
矣
（
明
代
に
行
は
る
る
。」
所
の
『
西
廂
記
』
は
皆
李
日
華
本
な
る
も
、
金
聖
歎
の
外
書
行
は
る
る
に
自
り
て
李
本
廃
れ
た
り
と
あ
り
呉
梅
奢
摩
他
室
曲
話
呉
。）
、
『
』（『
梅
全
集
』
理
論
巻
下
、
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
「
西
『
廂
』
之
工
、
人
所
共
喩
。
即
無
聖
嘆
、
何
嘗
不
伝
。
吾
謂
自
有
聖
嘆
、
而
西
廂
乃
真
不
伝
也
何
也
蓋
時
俗
所
通
行
者
非
実
甫
之
西
『
』
。
。
、
『
廂
、
聖
嘆
之
『
西
廂
』
也
。
而
読
『
西
廂
』
者
、
則
以
聖
嘆
之
『
西
』
廂
、
即
為
実
甫
之
『
西
廂
』
也
（
西
廂
』
の
工
な
る
は
、
人
の
共
』
。」
『
に
喩
る
所
な
り
即
ひ
聖
嘆
無
き
も
何
ぞ
嘗
て
伝
は
ら
ざ
ら
ん
吾
謂
。
、
。
さ
と
た
と
お
も
へ
ら
く
聖
嘆
有
る
に
自
り
て
『
西
廂
』
乃
ち
真
に
伝
は
ら
ざ
る
な
り
、
ま
こ
と
と
。
何
ぞ
や
。
蓋
し
時
俗
に
通
行
す
る
所
の
者
は
、
実
甫
の
『
西
廂
』
に
非
ず
、
聖
嘆
の
『
西
廂
』
な
れ
ば
な
り
。
而
し
て
『
西
廂
』
を
読
む
者
、
則
ち
聖
嘆
の
『
西
廂
』
を
以
て
、
即
ち
実
甫
の
『
西
廂
』
と
為
す
な
り
）
と
あ
る
。
。
、
（
『
』
[
] た
だ
し
出
処
の
不
明
な
条
が
一
つ
存
在
す
る
附
表
巾
箱
小
品
17本
「
西
廂
記
酒
令
」
番
「
野
草
間
花
満
地
愁
。
」）
108
[
] 『
巾
箱
小
品
』
本
と
『
酒
令
叢
鈔
』
本
所
収
の
酒
令
の
並
び
順
は
、
18一
箇
所
を
除
き
基
本
的
に
一
致
す
る
酒
令
叢
鈔
本
の
番
は
巾
（『
』
『
100
箱
小
品
』
本
で
は
番
に
な
る
。）
56
[
] た
だ
し
稀
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
例
え
ば
巾
箱
小
品
本
西
、
。
、『
』
「
19廂
記
酒
令
」
の
１
番
「
如
今
又
也
」
と
番
「
送
了
人
呵
断
難
又
活
」
112
は
「
西
廂
酒
令
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
今
又
也
」
と
「
断
送
了
呵
還
、
使
甚
嘍
囉
」
に
作
っ
て
い
る
。
ま
た
『
巾
箱
小
品
』
本
「
西
廂
記
酒
、
- 54 -
令
」
の
５
番
「
将
没
作
有
」
に
付
さ
れ
る
酒
令
は
「
門
前
無
酒
者
飲
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
『
娯
萱
室
小
品
』
本
の
同
箇
所
に
付
さ
れ
、
る
酒
令
は
「
無
酒
者
飲
」
と
な
っ
て
い
る
。
[
] 本
稿
で
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
品
花
宝
鑑
本
幻
、
『
』
（
20中
了
幻
斎
、
一
九
〇
九
年
）
を
使
用
。
原
文
は
以
下
の
通
り
（
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
る
。）
、
、（
）
（
）
当
下
這
四
人
喝
了
一
会
酒
看
了
一
会
花
蕭
次
賢
対
袁
宝
珠
道
「
度
香
所
刻
那
十
六
箇
酒
令
、
儞
們
看
見
没
有
」
宝
、
。
珠
道
「
怎
麼
没
有
看
見
（
徐
）
子
雲
道
「
儞
們
今
日
何
不
、
。」
、
也
照
這
令
行
幾
箇
出
来
、
也
見
見
儞
們
的
心
思
」
宝
珠
尚
未
回
。
答
（
金
）
漱
芳
道
「
這
箇
我
們
只
怕
行
不
来
、
一
来
心
思
欠
、
、
霊
、
二
来
這
唐
詩
与
『
詩
経
』
也
不
甚
熟
、
那
裏
能
説
得
這
様
。
、
、
湊
拍
除
非
在
家
裏
把
幾
種
書
翻
出
来
揀
対
路
的
一
箇
箇
湊
才
湊
得
成
呢
（
中
略
）
。」
子
雲
道
「
儞
們
今
日
試
行
一
行
、
包
管
儞
們
行
得
好
」
便
叫
、
。
、
、
。
拿
付
骰
子
来
家
人
便
去
取
了
付
骰
子
放
在
盆
裏
送
到
席
上
子
雲
便
叫
宝
珠
先
擲
、
宝
珠
尚
推
諉
不
肯
、
経
子
雲
、
次
賢
逼
住
了
、
只
得
説
道
「
何
苦
要
我
們
做
笑
話
。
我
非
但
別
様
記
不
、
清
、
連
這
曲
牌
名
也
記
得
有
限
。
或
者
痩
香
還
能
、
我
是
定
説
。」
、
、
、
得
不
好
的
只
得
擲
起
来
擲
了
好
幾
擲
擲
著
了
一
箇
色
様
「
」、
、
、
、
名
為
緑
暗
紅
稀
便
呆
呆
的
想
来
想
了
一
会
不
得
主
意
便
道
「
這
不
是
尋
煩
悩
麼
（
中
略
）
、
。」
便
又
擲
了
一
箇
「
打
破
錦
屛
風
、
便
道
「
這
箇
題
目
恰
好
、
」
、
然
難
也
難
極
了
、
須
要
在
『
打
破
』
両
字
上
頭
著
想
、
若
得
湊
、
。」
、「
、
、
成
了
倒
是
箇
好
令
漱
芳
道
這
箇
難
教
我
就
湊
不
成
只
怕
那
句
『
詩
経
』
就
不
容
易
」
宝
珠
怔
怔
的
想
、
想
著
了
唐
。
詩
、
又
湊
不
上
『
西
廂
、
想
到
了
『
西
廂
、
又
湊
不
上
『
詩
』
』
経
、
好
不
著
急
。
想
了
好
一
会
、
問
道
「
詩
経
』
上
不
是
有
』
、
『
一
句
『
何
以
穿
我
墉
』
麼
」
次
賢
道
「
妙
極
了
、
這
一
句
已
。
、
経
穏
妥
、
中
間
湊
得
連
絡
就
好
了
」
宝
珠
面
有
喜
色
、
欣
欣
的
。
念
道
「
打
破
錦
屛
風
、
暮
色
満
房
櫳
、
吉
丁
当
敲
響
簾
櫳
。
月
、
児
高
、
何
以
穿
我
墉
」
子
雲
等
大
賛
（
中
略
）
。
。
宝
珠
始
為
解
顔
歓
喜
。
漱
芳
心
裏
又
著
急
起
来
。
恐
怕
再
行
、
、
、「
。
、
。」
不
能
及
他
便
道
算
了
罷
実
在
費
心
得
狠
我
不
擲
了
[
] 「
緑
暗
紅
稀
」
は
『
妙
錦
万
宝
全
書
』
巻
之
八
（
中
国
日
用
類
書
、
『
21集
成
』
第
十
二
巻
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
「
八
譜
門
」
牙
牌
戯
）
集
の
牌
譜
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
項
目
に
は
「
錦
屛
風
」
の
組
み
合
わ
せ
も
見
ら
れ
る
。
[
] 前
掲
注
[ ９
] 書
第
二
章
「
酒
令
に
見
る
明
清
小
説
」
第
一
節
「
酒
令
22に
見
る
西
廂
記
。」
[
] 『
長
崎
唐
人
屋
敷
』
( 謙
光
社
、
一
九
八
三
年
) 第
五
章
「
唐
人
屋
敷
23に
お
け
る
唐
人
の
生
活
。」
[
] 長
崎
史
談
会
、
一
九
三
一
年
。
24
[
] 『
南
畝
集
』
十
五
（
大
田
南
畝
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
『
25八
七
年
。）
[
] 長
崎
で
行
わ
れ
た
中
国
の
拳
遊
び
に
つ
い
て
は
、
酒
井
欣
『
日
本
遊
26戯
史
（
弘
文
堂
、
一
九
四
二
年
）
六
「
遊
戯
完
成
時
代
」
や
増
川
宏
』
『
』（
、
一
日
本
遊
戯
史
―
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
遊
び
と
社
会
平
凡
社
）
「
」
、
二
〇
一
二
年
第
三
章
華
麗
な
遊
び
の
世
界
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
高
橋
浩
徳
「
日
本
の
拳
遊
戯
（
上
（
大
阪
商
業
大
学
ア
ミ
ュ
ー
ズ
）」
『
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メ
ン
ト
産
業
研
究
所
紀
要
』
第
十
五
号
、
大
阪
商
業
大
学
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
第
四
章
「
同
時
当
て
物
拳
―
幕
末
ま
で
の
主
流
の
拳
―
」
に
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
[
] 『
南
畝
集
』
十
六
（
大
田
南
畝
全
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
『
27八
七
年
。）
「
『
』
」
[
] 拙
稿
江
戸
に
お
け
る
西
廂
記
の
伝
来
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
28（
中
国
学
研
究
論
集
』
第
三
十
四
号
、
広
島
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
『六年
「
明
清
楽
か
ら
見
る
江
戸
時
代
の
『
西
廂
記
』
故
事
の
受
容
に
）、」（『
』
、
、
つ
い
て
中
国
中
世
文
学
研
究
第
六
十
九
号
中
国
中
世
文
学
会
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
[
] 『
杏
園
間
筆
』
巻
二
（
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
『
29九
八
六
年
）
に
は
、
大
田
南
畝
が
『
西
廂
記
』
の
物
語
に
関
係
の
あ
る
「
文
鮮
花
」
と
い
う
曲
を
友
人
の
と
こ
ろ
で
写
し
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
南
畝
集
』
四
（
大
田
南
畝
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
、
『
書
店
、
一
九
八
六
年
「
七
娘
詞
」
に
は
『
西
廂
記
』
に
関
わ
る
典
故
）
、
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
[
] 『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
中
冊
（
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
八
巻
、
汲
古
書
『
30院
、
一
九
八
八
年
）
巻
之
四
。
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附
表
番
号
『
巾
箱
小
品
』
本
番
号
『
酒
令
叢
鈔
』
本
『
第
六
才
子
書
』
出
処
１
如
今
又
也
１
四
之
四
「
錦
上
花
」
如
今
又
也
〔
方
飲
者
復
飲
〕
如
今
又
也
〔
方
飲
者
復
飲
〕
２
疑
是
銀
河
落
九
天
２
一
之
一
「
天
下
楽
」
疑
是
銀
河
落
九
天
〔
撒
酒
者
飲
〕
疑
是
銀
河
落
九
天
〔
撒
酒
者
飲
〕
３
翠
袖
殷
勤
捧
玉
鍾
３
二
之
四
「
紫
花
児
序
」
翠
袖
殷
勤
捧
玉
鍾
〔
手
拿
杯
者
飲
〕
却
教
我
翠
袖
慇
勤
捧
玉
鍾
〔
手
拿
杯
者
飲
〕
４
４
二
之
二
「
満
庭
芳
」
光
油
油
耀
花
人
眼
光
油
油
耀
花
人
眼
睛
光
油
油
耀
花
人
眼
睛
〔
新
剃
頭
者
飲
〕
〔
新
梳
頭
者
飲
〕
５
５
四
之
二
「
鬥
鶉
」
将
没
作
有
将
没
作
有
鵪
将
没
作
有
〔
門
前
無
酒
者
飲
〕
〔
空
杯
飲
〕
６
６
四
之
一
「
勝
葫
蘆
」
軟
玉
温
香
抱
満
懐
軟
玉
温
香
抱
満
懐
軟
玉
温
香
抱
満
懐
〔
新
娶
者
飲
〕
〔
新
娶
者
飲
〕
７
四
之
三
「
端
正
好
」
北
雁
南
飛
北
雁
南
飛
〔
対
門
飲
〕
８
７
一
之
二
「
三
」
紅
袖
鸞
綃
玉
筍
長
紅
袖
鸞
捎
玉
筍
長
煞
紅
袖
鸞
玉
笋
長
〔
指
甲
長
者
飲
〕
〔
指
甲
長
者
飲
〕
綃
９
８
一
之
一
「
柳
葉
児
」
粉
墻
児
高
似
青
天
粉
墻
児
高
似
青
天
粉
墻
児
高
似
青
天
〔
身
矮
者
飲
〕
〔
身
矮
者
飲
〕
９
一
之
二
「
二
」
著
甚
支
吾
此
夜
長
著
甚
支
吾
此
夜
長
煞
10
着
甚
支
吾
此
夜
長
〔
未
婚
者
飲
〕
〔
未
婚
者
飲
〕
一
之
一
「
天
下
楽
」
滋
洛
陽
千
種
花
滋
洛
陽
千
種
花
11
10
滋
洛
陽
千
種
花
〔
好
花
木
者
飲
〕
〔
好
花
木
者
飲
〕
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四
之
三
「
叨
叨
令
」
打
扮
得
嬌
嬌
滴
滴
的
媚
打
扮
得
嬌
嬌
滴
滴
的
媚
12
11
打
扮
得
嬌
嬌
滴
滴
的
媚
〔
穿
色
衣
者
飲
〕
〔
穿
色
衣
者
飲
〕
三
之
三
「
駐
馬
聴
」
玉
簪
児
抓
住
荼
䕷
架
玉
簪
児
抓
住
荼
䕷
架
13
12
玉
簪
児
抓
住
荼
架
〔
身
長
者
飲
〕
〔
身
長
者
飲
〕
䕷
二
之
二
「
後
」
我
従
来
心
硬
我
従
来
心
硬
14
13
我
従
来
心
硬
〔
離
家
久
者
飲
〕
〔
離
家
久
者
飲
〕
一
之
三
「
東
原
楽
」
悄
悄
相
問
儞
便
低
低
応
我
悄
悄
相
問
儞
便
低
低
応
15
14
我
試
悄
悄
相
問
便
低
低
応
〔
交
頭
接
耳
者
飲
〕
〔
私
語
者
飲
〕
儞
二
之
二
「
孩
児
」
鳳
簫
象
板
錦
瑟
鸞
笙
鳳
簫
象
版
錦
瑟
鸞
笙
耍
16
15
一
対
対
鳳
簫
象
板
雁
瑟
鸞
笙
〔
善
楽
器
者
飲
〕
〔
善
楽
器
者
飲
〕
四
之
二
「
後
」
銀
様
鑞
鎗
頭
銀
様
蠟
鎗
頭
17
16
一
个
銀
様
鑞
鎗
頭
〔
輸
拳
者
飲
〕
〔
輸
拳
者
飲
〕
呸一
之
一
「
後
庭
花
」
風
魔
了
張
解
元
風
魔
了
張
解
元
18
17
風
魔
了
張
解
元
〔
挙
孝
廉
者
飲
〕
〔
孝
廉
飲
〕
四
之
一
「
油
葫
蘆
」
怎
当
他
兜
的
上
心
来
怎
当
他
兜
的
上
心
来
19
18
怎
当
他
兜
的
上
心
来
〔
作
嘔
吐
者
飲
〕
〔
発
煙
癮
者
飲
〕
一
之
四
「
駐
馬
聴
」
二
月
春
雷
響
殿
角
二
月
春
雷
響
殿
角
20
19
二
月
春
雷
響
殿
角
〔
打
雷
一
次
〕
〔
打
雷
一
次
〕
一
之
二
「
哨
遍
」
眼
皮
児
上
供
養
眼
皮
児
上
供
養
21
20
眼
皮
児
上
供
養
〔
帯
眼
鏡
者
飲
〕
〔
戴
眼
鏡
者
飲
〕
四
之
四
「
慶
宣
和
」
疾
忙
快
分
説
疾
忙
快
分
説
22
21
是
人
呵
疾
忙
快
分
説
〔
急
口
令
〕
〔
急
口
令
〕
二
之
一
「
張
生
別
法
本
云
」
小
生
感
謝
儞
不
尽
也
23
小
生
感
謝
不
尽
也
〔
孫
姓
飲
〕
儞
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二
之
一
「
秀
才
」
誠
何
以
堪
倘
24
誠
何
以
堪
〔
再
飲
〕
二
之
一
「
賺
尾
」
権
将
這
秀
才
来
儘
権
将
這
秀
才
来
儘
煞
25
22
済
不
済
権
将
這
秀
才
来
儘
〔
庠
士
飲
〕
〔
庠
士
飲
〕
二
之
二
「
二
」
夫
人
只
一
家
夫
人
只
一
家
煞
26
23
夫
人
只
一
家
〔
席
間
同
姓
〕
〔
同
姓
飲
〕
二
之
一
「
夫
人
云
」
先
生
大
恩
不
可
忘
也
27
先
生
大
恩
不
可
忘
也
〔
張
姓
飲
〕
四
之
二
「
東
原
楽
」
早
則
展
放
従
前
眉
児
皺
早
則
展
放
従
前
眉
児
皺
28
24
早
則
展
放
従
前
眉
児
皺
〔
前
酒
免
〕
〔
前
酒
免
〕
四
之
二
「
後
」
既
然
洩
漏
怎
干
休
既
然
洩
漏
怎
干
休
29
25
既
然
泄
漏
怎
干
休
〔
洩
気
者
飲
〕
〔
洩
気
吐
痰
者
飲
〕
四
之
三
「
小
梁
州
」
恐
怕
人
知
恐
怕
人
知
30
26
恐
怕
人
知
〔
懼
内
者
飲
〕
〔
懼
内
者
飲
〕
四
之
三
「
快
活
三
」
土
気
息
泥
滋
味
土
気
息
泥
滋
味
31
27
也
有
些
土
気
息
泥
滋
味
〔
泥
塑
〕
〔
泥
塑
〕
四
之
一
「
那
咤
令
」
春
生
敝
斎
春
生
敝
斎
32
28
他
若
是
到
来
便
春
生
敝
齋
〔
貌
美
者
与
主
人
対
飲
〕
〔
貌
美
者
与
主
人
対
飲
〕
四
之
一
「
寄
生
草
」
太
平
車
敢
有
十
余
載
太
平
車
敢
有
十
余
載
33
29
端
的
太
平
車
敢
有
十
余
載
〔
体
胖
者
飲
〕
〔
肥
大
者
飲
〕
四
之
四
「
歩
歩
嬌
」
仔
細
端
詳
仔
細
端
詳
34
30
仔
細
端
詳
〔
近
視
者
飲
〕
〔
近
視
者
飲
〕
二
之
一
「
収
尾
」
繡
旛
開
遥
見
英
雄
俺
繡
幡
開
遥
見
英
雄
俺
35
31
幡
開
遥
見
英
雄
俺
〔
打
通
関
一
次
〕
〔
打
通
関
一
次
〕
繡
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一
之
一
「
勝
葫
蘆
」
侵
入
鬢
雲
辺
侵
入
鬢
雲
辺
36
32
侵
入
雲
辺
〔
連
鬢
鬍
者
飲
〕
〔
連
鬢
鬍
飲
〕
鬢
一
之
二
「
尾
声
」
乍
相
逢
記
不
真
嬌
模
様
乍
相
逢
記
不
真
嬌
模
様
37
33
乍
相
逢
記
不
真
嬌
模
様
〔
初
会
者
対
飲
〕
〔
初
会
者
対
飲
〕
四
之
三
「
満
庭
芳
」
供
食
太
急
供
食
太
急
38
34
供
食
太
急
〔
催
飯
者
一
巨
觥
〕
〔
催
飯
者
巨
觥
〕
二
之
二
「
孩
児
」
孔
雀
春
風
軟
玉
屛
孔
雀
春
風
軟
玉
屛
耍
39
35
両
行
是
孔
雀
春
風
軟
玉
屛
〔
好
陳
設
者
飲
〕
〔
好
陳
設
者
飲
〕
二
之
一
「
端
正
好
」
袒
下
了
偏
衫
袒
下
了
偏
衫
40
36
袒
下
了
偏
衫
〔
露
体
者
飲
〕
〔
脱
衣
者
飲
〕
二
之
一
「
天
下
楽
」
小
梅
香
伏
侍
得
勤
小
梅
香
伏
侍
得
勤
41
37
小
梅
香
伏
侍
得
勤
〔
有
婢
妾
者
飲
〕
〔
有
婢
妾
者
飲
〕
四
之
三
「
孩
児
」
尊
前
酒
一
杯
尊
前
酒
一
杯
耍
42
38
已
過
尊
前
酒
一
杯
〔
年
最
長
者
飲
〕
〔
年
最
長
者
飲
〕
二
之
四
「
麻
郎
児
」
知
音
者
芳
心
自
同
知
音
者
芳
心
自
同
43
39
知
音
者
芳
心
自
同
〔
送
酒
唱
曲
〕
〔
送
酒
唱
曲
〕
一
之
三
「
聖
薬
王
」
語
句
又
軽
音
律
又
清
語
句
又
軽
音
律
又
清
44
40
語
句
又
軽
音
律
又
清
〔
合
席
各
唱
不
能
者
飲
〕
〔
合
席
各
唱
〕
一
之
一
「
元
和
令
」
只
将
花
笑
拈
只
将
花
笑
拈
45
41
只
将
花
笑
拈
〔
飛
花
飲
酒
〕
〔
飛
花
送
酒
〕
三
之
三
「
攪
箏
琶
」
我
一
地
胡
挐
46
我
一
地
胡
拿
〔
任
意
送
一
大
杯
〕
三
之
二
「
四
」
紙
光
明
玉
版
字
紙
光
明
玉
版
煞
47
42
紙
光
明
玉
版
、
字
香
漬
麝
蘭
。
〔
善
書
者
飲
〕
〔
善
書
者
飲
〕
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二
之
四
「
麻
郎
児
」
不
是
我
他
人
耳
聡
不
是
我
他
人
耳
聡
48
43
不
是
我
他
人
耳
聡
〔
耳
重
者
飲
〕
〔
重
聴
者
飲
〕
二
之
四
「
聖
薬
王
」
尽
在
不
言
中
尽
在
不
言
中
49
44
尽
在
不
言
中
〔
装
泥
塑
一
次
免
飲
〕
〔
啞
拳
〕
二
之
一
「
天
下
楽
」
老
夫
人
拘
繫
得
緊
老
夫
人
拘
繫
得
緊
50
45
老
夫
人
拘
得
緊
〔
有
如
夫
人
者
飲
〕
〔
有
妾
者
飲
〕
繫
二
之
二
「
脱
布
衫
」
咳
嗽
一
声
咳
嗽
一
声
51
46
隔
窓
児
咳
嗽
一
声
〔
咳
嗽
者
飲
〕
〔
咳
者
飲
〕
一
之
二
「
上
小
楼
」
我
是
特
来
参
訪
儞
竟
無
須
推
譲
我
是
特
来
参
訪
儞
竟
無
須
推
譲
52
47
我
是
特
来
参
訪
竟
無
須
推
譲
〔
敬
客
一
大
杯
〕
〔
敬
客
一
大
杯
〕
儞
二
之
二
「
満
庭
芳
」
文
魔
秀
士
53
文
魔
秀
士
〔
在
庠
者
飲
〕
三
之
三
「
折
桂
令
」
指
頭
児
告
了
消
之
指
頭
児
告
了
消
乏
（
マ
マ
）
54
48
指
頭
児
告
了
消
乏
〔
理
鬚
撓
癢
者
飲
〕
〔
理
鬚
搔
癢
者
飲
〕
三
之
二
「
朝
天
子
」
怕
動
弾
55
怕
動
弾
〔
面
前
漬
酒
者
飲
〕
一
之
四
「
鴛
鴦
」
好
事
児
収
拾
得
早
煞
後
掲
番
56
100
好
事
児
収
拾
得
早
〔
畢
令
合
席
飲
〕
一
之
二
「
快
活
三
」
為
甚
打
扮
著
特
来
( 虫
＋
晃
)
為
甚
打
扮
著
特
来
幌
（
）
マ
マ
57
49
為
甚
打
扮
着
特
来
晃
〔
穿
新
衣
者
飲
〕
〔
新
衣
飲
〕
三
之
二
「
上
小
楼
」
若
不
覰
面
顔
廝
顧
盼
58
若
不
面
顔
廝
顧
盻
〔
近
視
者
飲
〕
覰
四
之
一
「
天
下
楽
」
好
著
我
難
猜
好
著
我
難
猜
59
50
好
着
我
難
猜
〔
猜
枚
一
次
〕
〔
猜
謎
一
次
〕
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教
小
生
半
途
喜
変
憂
教
小
生
半
途
喜
変
憂
四
之
二
「
鬼
三
台
」
60
51
〔
大
笑
一
大
杯
微
笑
一
小
杯
〕
〔
大
笑
一
大
杯
微
笑
一
小
杯
〕
教
小
生
半
途
喜
変
憂
三
之
一
「
賺
尾
」
我
定
要
発
落
這
張
紙
我
定
要
発
落
這
張
紙
煞
61
52
我
定
教
発
落
這
張
紙
〔
普
席
聴
合
〕
〔
合
席
聴
令
〕
二
之
一
「
孩
児
」
便
提
刀
仗
剣
誰
勒
馬
停
驂
便
提
刀
仗
剣
誰
勒
馬
停
驂
耍
煞
62
53
便
提
刀
仗
剣
誰
勒
馬
停
驂
〔
自
開
拳
〕
〔
自
開
拳
〕
四
之
一
「
上
馬
嬌
」
咍
怎
不
回
過
臉
児
来
咍
怎
不
回
過
臉
児
来
63
54
怎
不
回
過
臉
児
来
〔
面
不
朝
席
者
飲
〕
〔
他
顧
者
飲
〕
咍二
之
四
「
紫
花
児
序
」
要
算
主
人
情
重
要
算
主
人
情
重
64
55
要
算
主
人
情
重
〔
任
主
人
飛
送
〕
〔
任
主
人
飛
送
〕
一
之
三
「
金
蕉
葉
」
風
過
処
衣
香
細
生
風
過
処
衣
香
細
生
65
56
風
過
處
衣
香
細
生
〔
佩
香
囊
者
飲
〕
〔
佩
香
囊
者
飲
〕
一
之
二
「
迎
仙
客
」
我
只
見
頭
似
雪
鬢
如
霜
我
只
見
頭
似
雪
鬢
如
霜
66
57
我
只
見
頭
似
雪
鬢
如
霜
〔
鬚
髪
白
者
飲
〕
〔
鬚
髪
白
者
飲
〕
三
之
二
「
満
庭
芳
」
好
教
我
左
右
做
人
難
好
教
我
左
右
做
人
難
67
58
好
教
我
左
右
做
人
難
〔
上
下
家
各
一
杯
〕
〔
上
下
家
各
一
杯
〕
三
之
一
「
寄
生
草
」
休
教
淫
詞
汚
了
龍
蛇
字
68
休
教
淫
詞
汚
了
龍
蛇
字
〔
説
村
話
者
飲
〕
一
之
三
「
小
桃
紅
」
香
煙
人
気
両
般
児
氤
氳
得
不
分
明
香
煙
人
気
両
般
児
氤
氳
得
不
分
明
69
59
都
至
是
香
煙
人
気
両
般
児
氤
得
不
分
明
〔
喫
煙
者
飲
〕
〔
吃
煙
者
飲
〕
氳
三
之
一
「
油
葫
蘆
」
帯
囲
寛
過
痩
腰
肢
帯
囲
寛
過
痩
腰
肢
70
60
帯
囲
寛
過
了
腰
肢
〔
身
瘦
者
飲
〕
〔
身
瘦
者
飲
〕
痩
四
之
二
「
紅
云
」
施
恩
于
人
反
受
其
辱
71
施
恩
於
人
反
受
其
辱
〔
代
飲
者
一
杯
〕
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四
之
三
「
収
尾
」
小
車
児
如
何
載
得
起
小
車
児
如
何
載
得
起
72
61
量
這
般
大
小
車
児
如
何
載
得
起
〔
身
胖
者
飲
〕
〔
肥
者
飲
〕
三
之
二
「
普
天
楽
」
顚
来
倒
去
不
害
心
煩
顚
来
倒
去
不
害
心
煩
73
62
来
倒
去
不
害
心
煩
〔
折
過
酒
者
飲
〕
〔
折
過
酒
者
飲
〕
顚三
之
一
「
寄
生
草
」
還
准
備
折
桂
枝
還
準
備
折
桂
枝
74
63
還
准
備
折
桂
枝
〔
応
試
者
飲
〕
〔
応
試
者
飲
〕
二
之
四
「
拙
魯
速
」
女
孩
児
家
怎
響
喉
嚨
女
孩
児
家
恁
響
喉
嚨
75
64
〔
高
声
者
飲
〕
〔
高
声
者
飲
〕
嚨
女
孩
児
家
恁
響
喉
四
之
二
「
調
笑
令
」
這
通
殷
勤
的
著
甚
来
由
者
通
殷
勤
的
著
甚
来
由
（
マ
マ
）
76
65
這
通
殷
勤
的
着
甚
来
由
〔
多
嘴
多
手
者
飲
〕
〔
伝
逓
者
飲
〕
一
之
二
「
哨
遍
」
定
要
手
掌
児
上
奇
擎
定
要
手
掌
児
上
奇
擎
77
66
我
定
要
手
掌
児
上
奇
擎
〔
手
不
擎
杯
者
飲
〕
〔
手
擎
杯
者
飲
〕
四
之
三
「
四
辺
静
」
馬
児
向
西
馬
児
向
西
78
67
馬
児
向
西
〔
善
騎
者
飲
〕
〔
善
騎
者
飲
〕
三
之
三
「
沈
酔
東
風
」
那
裏
敘
寒
温
打
話
79
那
裏
敘
寒
温
打
話
〔
談
家
常
者
飲
〕
三
之
四
「
鬥
鶉
」
冷
句
児
将
人
廝
侵
冷
句
児
将
人
廝
侵
鵪
80
68
冷
句
児
将
人
廝
侵
〔
嘲
罵
人
者
飲
〕
〔
嘲
笑
人
者
飲
〕
一
之
一
「
寄
生
草
」
遊
糸
牽
惹
桃
花
片
游
糸
牽
惹
桃
花
片
81
69
遊
糸
牽
惹
桃
花
片
〔
微
鬚
者
飲
〕
〔
鬚
長
者
飲
〕
四
之
三
「
滾
球
」
倩
疎
林
儞
与
我
挂
住
斜
暉
倩
疏
林
儞
与
我
挂
住
斜
暉
繡
82
70
倩
疎
林
与
我
掛
住
斜
暉
〔
遅
到
者
飲
〕
〔
遅
到
者
飲
〕
儞
一
之
四
「
得
勝
令
」
淡
白
梨
花
面
淡
白
梨
花
面
83
71
淡
白
梨
花
面
〔
白
面
者
飲
〕
〔
白
面
者
飲
〕
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三
之
一
「
後
庭
花
」
走
霜
毫
不
構
思
走
霜
毫
不
搆
思
84
72
元
来
是
走
霜
毫
不
搆
思
〔
能
詩
文
者
飲
〕
〔
能
詩
文
者
飲
〕
一
之
四
「
喬
牌
児
」
高
坐
上
也
凝
眸
高
坐
上
也
凝
眺
85
73
高
座
上
也
凝
眺
〔
坐
首
席
者
飲
〕
〔
坐
首
席
者
飲
〕
四
之
四
「
水
仙
子
」
休
言
語
靠
後
些
休
言
語
靠
後
些
86
74
休
言
語
靠
後
些
〔
説
話
者
飲
〕
〔
説
話
者
飲
〕
三
之
一
「
青
哥
児
」
我
願
為
之
並
不
推
辞
我
願
為
之
並
不
推
辞
87
75
我
願
為
之
並
不
推
辞
〔
自
飲
〕
〔
自
飲
〕
三
之
二
「
脱
布
衫
」
口
没
遮
攔
口
没
遮
闌
88
76
〔
無
鬚
者
飲
〕
〔
無
鬚
者
飲
〕
攔
小
孩
児
口
没
遮
三
之
一
「
張
生
上
云
」
害
殺
小
生
也
害
殺
小
生
也
89
三
之
四
「
張
生
云
」
害
殺
小
生
也
〔
自
飲
一
巨
觥
〕
二
之
二
「
快
活
三
」
那
人
一
事
精
百
事
精
那
人
一
事
精
百
事
精
90
77
這
人
一
事
精
百
事
精
〔
多
芸
者
飲
〕
〔
多
芸
者
飲
〕
一
之
二
「
脱
布
衫
」
全
不
見
半
点
軽
狂
全
不
見
半
点
軽
狂
91
78
全
不
見
半
点
軽
狂
〔
端
坐
者
飲
〕
〔
端
坐
者
飲
〕
三
之
二
「
普
天
楽
」
氳
的
改
変
了
朱
顔
氳
的
改
変
了
朱
顔
92
79
的
改
変
了
朱
顔
〔
喫
酒
面
紅
者
飲
〕
〔
吃
酒
面
紅
者
飲
〕
氳一
之
三
「
拙
魯
速
」
枕
頭
児
孤
另
被
窩
児
寂
静
枕
頭
児
孤
另
被
窩
児
寂
静
93
80
枕
頭
是
孤
另
被
窩
是
寂
静
〔
作
客
者
飲
〕
〔
作
客
者
飲
〕
二
之
三
「
月
上
海
棠
」
儞
嫌
玻
璃
盞
大
儞
嫌
玻
璃
盞
大
94
81
嫌
玻
璃
盞
大
〔
量
小
者
飲
〕
〔
量
小
者
飲
〕
儞一
之
二
「
迎
仙
客
」
只
少
個
円
光
便
是
捏
塑
的
僧
伽
像
只
少
個
円
光
便
是
捏
塑
的
僧
伽
像
95
82
只
少
個
円
光
便
是
捏
塑
的
僧
伽
像
〔
光
頭
者
飲
〕
〔
禿
者
飲
〕
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四
之
四
「
攪
箏
琶
」
我
曽
経
這
船
磨
滅
（
マ
マ
）
96
我
曽
経
這
般
磨
滅
〔
猜
拳
又
輸
者
飲
〕
一
之
三
「
金
蕉
葉
」
跍
著
脚
尖
児
仔
細
定
睛
（
マ
マ
）
97
着
脚
尖
児
仔
細
定
睛
〔
跍
立
者
飲
〕
踮
（
マ
マ
）
五
之
四
「
清
江
引
」
願
天
下
有
情
的
都
成
了
眷
属
願
天
下
有
情
的
都
成
了
眷
属
98
83
願
天
下
有
情
的
都
成
了
眷
属
〔
有
親
者
対
飲
〕
〔
有
親
者
対
飲
〕
四
之
二
「
禿
廝
児
」
定
然
是
神
鍼
法
灸
定
然
是
神
鍼
法
灸
99
84
定
然
是
神
針
法
灸
〔
通
岐
黄
者
飲
〕
〔
通
岐
黄
者
飲
〕
二
之
一
「
叨
叨
令
」
我
把
五
千
人
作
一
頓
饅
頭
饀
我
把
五
千
人
作
一
頓
饅
頭
饀
100
85
〔
量
大
者
飲
〕
〔
量
大
者
飲
〕
饀
我
把
五
千
人
做
一
頓
饅
頭
是
年
紀
一
之
二
「
五
」
儞
是
年
紀
小
爾
小
煞
101
86
自
年
紀
小
〔
年
少
者
飲
〕
〔
年
少
者
飲
〕
儞二
之
四
「
紫
花
児
序
」
雁
字
排
連
雁
字
排
連
102
87
将
我
雁
字
排
連
〔
有
兄
弟
者
如
数
飲
〕
〔
有
兄
弟
者
如
数
飲
〕
四
之
一
「
勝
葫
蘆
」
春
至
人
間
花
弄
色
春
至
人
間
花
弄
色
103
88
春
至
人
間
花
弄
色
〔
擲
色
一
次
得
紅
者
飲
〕
〔
擲
色
一
次
得
紅
者
飲
〕
四
之
三
「
満
庭
芳
」
尋
思
就
理
尋
思
就
裏
104
89
尋
思
就
裏
〔
蔵
色
一
次
〕
〔
蔵
色
一
次
〕
四
之
三
「
二
」
停
妻
再
娶
妻
停
妻
再
娶
妻
煞
105
90
只
憂
停
妻
再
娶
妻
〔
前
酒
未
飲
再
飲
一
杯
〕
〔
前
酒
未
飲
再
飲
一
杯
〕
二
之
一
「
賺
尾
」
玉
石
俱
焚
玉
石
俱
焚
煞
106
91
也
自
防
玉
石
焚
〔
合
席
飲
〕
〔
合
席
飲
〕
俱
二
之
二
「
孩
児
」
請
先
生
切
勿
推
辞
請
先
生
切
勿
推
称
耍
107
92
請
先
生
切
勿
推
称
〔
西
席
飲
〕
〔
合
席
飲
〕
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不
明
野
草
間
花
満
地
愁
108
〔
著
靴
者
飲
〕
四
之
一
「
寄
生
草
」
准
備
著
擡
準
備
著
擡
109
93
准
備
着
擡
〔
乘
輿
者
飲
〕
〔
乘
輿
者
飲
〕
二
之
一
「
鵲
踏
枝
」
誰
做
鍼
児
将
線
引
誰
做
鍼
児
将
線
引
110
94
誰
做
針
児
将
線
引
〔
冰
人
一
杯
〕
〔
冰
人
一
杯
〕
二
之
一
「
賺
尾
」
筆
尖
児
横
掃
五
千
筆
尖
児
敢
横
掃
五
千
人
煞
111
95
只
他
這
筆
尖
児
敢
橫
掃
五
千
人
〔
医
士
飲
〕
〔
医
士
飲
〕
二
之
三
「
折
桂
令
」
送
了
人
呵
断
難
又
活
112
、
。
、
。
〔
医
士
飲
〕
病
染
沈
痾
他
断
難
又
活
母
親
儞
送
了
人
呵
還
使
甚
嘍
囉
二
之
三
「
五
供
養
」
欽
敬
呵
当
合
欽
敬
哈
当
合
113
96
欽
敬
呵
当
合
〔
西
席
親
家
老
者
各
一
杯
〕
〔
西
席
親
家
老
者
各
一
杯
〕
二
之
二
「
収
尾
」
先
生
休
作
謙
先
生
休
作
謙
114
97
先
生
休
作
謙
〔
西
席
飲
〕
〔
幕
客
飲
〕
二
之
二
「
後
」
請
貴
人
請
貴
人
115
98
請
貴
人
和
鶯
鶯
匹
聘
〔
有
職
者
飲
〕
〔
仕
者
飲
〕
二
之
二
「
後
」
不
会
諸
親
不
会
諸
親
116
99
不
会
諸
親
〔
主
人
親
戚
免
飲
余
各
一
杯
〕
〔
主
人
親
戚
免
飲
余
各
一
杯
〕
二
之
四
「
拙
魯
速
」
唬
得
人
来
怕
恐
117
得
人
来
怕
恐
〔
巨
觥
〕
諕一
之
四
「
鴛
鴦
」
前
掲
番
好
事
児
収
拾
得
早
煞
56
100
好
事
児
収
拾
得
早
〔
畢
令
合
席
飲
〕
『
巾
箱
小
品
』
は
九
州
大
学
益
田
文
庫
所
蔵
本
を
『
酒
命
叢
鈔
』
は
芸
雲
軒
刊
本
を
『
第
六
才
子
書
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
柳
田
、
、
文
庫
所
蔵
『
懐
永
堂
絵
像
第
六
才
子
書
西
廂
記
』
を
使
用
し
た
。
